
学びの広場

校訓は 「明るく 楽しく 元気よく」校訓は 「明るく 楽しく 元気よく」

　▲社会科の市役所探検で議場を見学する参加者

　今年で６回目となる「冬の笑楽校」が、１月８日
に中央公民館で開催され、保育園児から大人まで29
人が参加し、普段の学校とはひと味違った授業を体
験しました。
　社会科では市役所の中を探検し、議場などを見学
したほか、総合学習「ハッピーマネー講座」では宮
腰知士さん（㈱秋田銀行）を講師にお金の賢い使い
方について学びました。また、家庭科では講師の佐
藤絹子さん（脇神）の指導で、かぼちゃだんごのお
しるこ作りに挑戦。秋田大学の学生を講師に迎えた

「スペシャル！理科実験」では、地域や年代、学校
の枠を超えて科学の楽しさを体験しました。

「火の民俗～秋田の『かまくら』をめぐって～」「火の民俗～秋田の『かまくら』をめぐって～」

　おさるべ元気くらぶ主催の「おやかたさ集まるべ
講座」が、12月25日に中央公民館で開かれ、火の文
化的意味や「葛黒火まつりかまくら」について考察
を深めました。
　葛黒火まつりかまくらは、ご神木に巻きつけた稲
わらに火を放ち、無病息災や無火災、五穀豊穣を祈
願するもので、葛黒集落に伝わる小正月行事です。
　講師の長谷部八朗氏（駒澤大学教授）は、各地で
行われている火の儀礼である「火祭」や、「かまくら」
の特徴を紹介し、15年ぶりの復活から今年で３年 　▲長谷部教授の講演に耳を傾けた公開講座

目となる「葛黒火まつりかまくら」の文化的価値に
ついて講話しました。

～冬の笑楽校（しょうがっこう）2016～

～おやかたさ集まるべ講座～

まなぼう・あそぼう・つたえようまなぼう・あそぼう・つたえよう

　生涯学習フェスタ2015が、12月19日に中央公民館
で行われ、地域で活動している個人や団体が、５つ
のステージ発表と６つの体験コーナーで日頃の学び
の成果を披露し、会場はたくさんの参加者でにぎわ
いました。
　手芸の体験コーナー「バタもっちマスコットづく
り」では、フェルトを刺繍糸で縫い合わせ、北あき
たバター餅のゆるキャラ「バタもっち」を作成しま
した。参加した小学生は、栄公民館で活動している
パッチワークグループの皆さんから、針の使い方や 　▲オリジナルのマスコット作りを教わる児童

縫い方のサポートを受けながら、オリジナルのマス
コット作りを楽しみました。～生涯学習フェスタ2015～
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